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表 紙 の 説 明

石炭紀のチュープワーム

ヽ
カナ

^ニ
ューファウンドランド島西部に分布する右1炭紀前期 (約 3億 3千万年前)の

炭酸塩マウンド中からチュープワーム (Vestimentireran tube Worms)の 化石が発見され

た.。 写真上は露頭での産状 (中央コインの直径は約2 cmD,下は研磨したスラブ試料であ

る。チューブヮームの横断面と斜め縦断面が分かる|。 チュープワームの壁に付着して上方

伸ヽびているのはプライオブア●

チューブワームは直径1～ 3c■長さ数10cmの 管状の形態をした生物で、1977年に水深約

2,600mの ガラ′ヾゴス・リフトで初めて見つかって以来,熱水噴出孔付近だけでなく,海底

からの冷水湧出帯でも次々に発見されている。オマーン・オフィォ
`ラ

イトなど地質時代―の

岩石からも2● 3の報告力ヽあるが,それらはいずれも保存状態が大変悪かったo今回ニュ

ーファウンドランド島で発見されたチユープヮームは,これまでに地層中から発見された

なかで最も古く,かつ極めて保存状態が良い。石炭紀炭酸塩マウンド中にチュープワーム

が密集する,こ とは,こ のマウンドの形成がメタンや硫化水素の湧出と密接に関係があった

ことを示すと同時に,,こ の時代,浅海域にもかなりの規模のイヒ学合成生物群集が生息して

いたことを意味し,地質学的にも生物学的にも興味深い。

松 本  良 (地ゆ

●

一●
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この 4月 より当理学部に開講された「予潰1制 御

数学寄付講座」に数学科が客員教授として招へい

した,ニ ューヨーク市立大学財政学部,Ho Mark

o砿tz教授が1990年 度ノーベル経済学賞を受賞さ

れました。

MarkOwitz教授は,10月 1日 に夫人と共に来 日

されました。「 A/1ean・ Variance Analyds in Port‐

f01io Choice and Capital M arkets」 という牛

期の講義を始めていただ く前日に受賞が発表にな

りました。受賞理由はこの講義のテーマである資

産運用の数学的解析でした。これは,こ の寄付講

座にとって真にさいさきの良いうれしいことであ

りました。

関連することを「学内広報」にも寄稿しますの

で,こ こでは,Markowitz教 授が,受賞対象とな

った理論を扱った学位論文のアイデアをいかに得

たかのエピソー ドを,ご本人にうかがったので紹

介したいと思います。

H.Markowhz教授の

ノーベル経済学賞受賞によせて

落 合 卓四郎 (数学教室主任)

1952年 シカゴ大学経済学部の大学院生であった

Markowitzさ んは学位論文のテーマを相談しよ

うと指導教官の」。M arschak教授 のオ フィスの

前で待っていたところ,株の仲買人がやはり先生

との面会を希望して待っていたそうです。Mark‐

owitzさ んが学位論文のテーマを相談するために

来ていることを知ったその仲買人は,強 く株式市

場のメカニズムについて研究するよう勧めたそう

です。オフィスに入ってM arschak教 授から何を

研究 したいかと尋ねられて,株式市場について研

究したいと答えたそうです。そこで同大学のビジ

ネススクールでその専門家である M.Kctchtlm教

授を紹介され面会に行つたそうです。その時 Ke‐

tchum教 授から J.B.William教授の教科書

「 TheOFy Of lnvestmentValue」 の読破を勧めら

れました。早速 ,図書館に行って,こ の教科書を

眺めているうち,「全部の卵を同 じカゴに入れて持

ち運ぶな」といった経験則的なそれまでの投資理論

に確率論的視点を入れれ1ぎ,き ちんといろいろな

ことが説明できることに気がつきました。さらに

Uspettky教授のIntroduction of Probabinty(確

率論入FDを手にしたら,ち ょうどぴったり使え

る理論をそ子 に発見して,Markowitz氏 の創始

なる PortfoliO理論がその時生れたそうです。そ

の図書館での一日は,今迄で最も大事な一日だっ

たそうです。
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大木先生の紫綬褒賞受章によせて

昭和63年 3月 に本学を停年退官された大木道則

先生が,此の度有機化学の研究・ 教育の御業績お

よびこれによる広 く学会・ 官界への御貢献により

平成 2年度の紫綬褒章を受章されました。この御

受章は,私共有機化学の後進のみならず,化学教

室をはじめ理学部にとっても,ま ことに喜ばしく,

心からお祝いを申しのべたいと思います。

先生の御略歴と御業績につきましては,御退官

当時の本広報に化学教室の中村助教授が詳しく述

べられており,ま だ間もないのですが,こ こに改

めて紹介させていただきます。

先生は,昭和25年 3月 東京帝国大学理学部化学

科 (漆原研究室)を御卒業になり,同年東京都立

大学に赴任されました。程なく,米国イリノイ大

学に博士研究員として留学され,N.Leonard教

授のもとで,中員環状化合物の渡環相互作用の研

究を推進されました。御帰国後,都立大学助教授

をへて昭和31年化学教室に助教授として戻ってお

いでになりました。昭和37年教授に昇任され,40

年 3月 に新設の物理有機化学講座御担当となりま

した。

幾つかの分子内相互作用の御研究の後,有機化

合物の反応性を系統的に理解するには,分子の持

岩 村   秀 (化学教室)

つ配座異性体 (炭素・ 炭素単結合に関する内部回

転異性体)のそれぞれに固有な反応性を理解しな

ければならないという御考えに至り,炭素骨格の

分子内部回転が止ったことに由来する異性体の単

離の御研究に着手されました。特に,9-置換 トリ

プチセンや 9-ア リールフルオレン誘導体がこれに

適していることを発見され,回転異性体の合成・

単離,回転障壁の決定,回転異性体の反応性,異

性体平衡比から弱い分子内相互作用の検出へと飛

躍的に研究が進み,昭和55年「有機化合物の配座

固定と変換に関する研究」によって日本化学会賞

を受賞 されました。とくにジクロロエタンなどエ

タン型分子における回転異性体の存在は,本教室

水島三一郎,森野米三両教授の御発見になるもの

であり,これを巧に分子設計 し室温で安定に単離

できる回転異性体にまで発展させたことは意義深

く,教室の伝統の重みを感 じるものであります。

先生は研究の御推進に当たり,UV/VIS,IR,N

MRと その時その時の先端的な分光手段を駆使さ

れ,と くにNMRで は,時間項を含むスペク トル

解析で理論の検証と応用につとめられ,所謂Dy―

namic NMR法の信頼度と応用性を高められまし

た。

一方,先生は化学教育・行政に関しても活躍さ

れ,日 本化学会化学教育委員長,学術会議,IUP

AC,ユ ネスコなどの委員を勤められました。そ

の間,CBA化学,CHEMS化学の紹介をされ,昭

和44年 には学術会議会員に最年少で当選されまし

た。さらに,学術会議科学教育小委員長,文部省

学習指導要領作成協力者,理科教育・ 産業教育審

議会委員,教育課程審議会専門委員,日 本学生科

学賞審査委員長,井上科学振興財団選考委員長 ,

東 レ理科教育賞審査委員なども歴任されています。
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先生は学内でも各種委員会の委員を勤められ,大

学紛争当時 (昭和43～ 48年)は評議員としてご苦

労されました。

御退官後の御活躍について紹介いたします。先

生は,岡山理科大学に御勤務されております。新

しい研究室をお作りになり,回転異性体の反応性 ,

基質一溶媒相互作用についての御研究を展開され

ておいでです。学部 1年生の教育について,当初

`ま

「学生を一から教育するのは大変だよ」などと

洩らしておられました。重点領域研究「分子設計」

の大きな一つの班長を務めておられます。一番の

お仕事は,1989環太平洋国際化学会議の組織 。実

行委員長を務められたことです。この会議は,米

国,カ ナダ,日 本をはじめとする十数か国の化学

会が連合して取 り行う研究発表討論会で,ホ ノル

ル市で開催され,参加登録者数 7,500名 ,発表件

数 4,000を 超える巨大会議でありました。これを

的確な御判断力,指揮性,英語力で見事に取 り仕

切 られました。会議は学術的に有意義であったば

かりでなく,21世紀に向かっての社会に対する化

学の役割,環太平洋諸国の役割などの基調講演を

組み込ん
「

こ穐調高いものであ ったと評価されてお

ります。その他にも一昨年と本年開催されたIU―

PAC物 理有機 化学国際会議ではそれぞれ特別講

演 と招待講演を行 っておられます。

このように東奔西走の御活躍です。お祝を中し

述べるとともに,御 自愛の上一層の御発展を祈り

上げます。

藤田先生の紫綬褒章受賞によせて

平成元年 3月 に本学を停年退官された藤田宏先

生は,こ の度 ,数学の研究・教育の御業績 ,お よ

びそれらを通 じての広範な社会的御貢献により ,

平成 2年度の紫綬褒章を受賞 されました。先生の

御受賞は ,私ども数学教室の後進のみならず ,本

学理学部にとって ,ま ことに喜ば しく,ま た,広

く我国の数学研究者・教育関係者に大いに励みに

俣 野   博 (数学教室 )

なるものと思われます。ここに,御受賞を心より

お祝い申し上げます。

藤田先生は,昭和 3年 に大阪府にお生まれにな

り,昭和27年 3月 東京大学理学部物理学科を御卒

業 ,同大学大学院に進学され,昭和31年東京大学

理学部助手に就任されました。その後 ,東京大学

工学部講師 ,同助教授を経て ,昭和41年 に理学部

教授に昇任 されました。それから御退官までの23

年間 ,理学部数学教室で教鞭をお執りになりま し

た。その間 ,昭和62年 4月 には東京大学評議員 ,

昭和63年 4月 か ら平成元年 3月 までは理学部長を

お勤めになり,本学の研究教育活動の発展に尽 く

されました。御退官後は明治大学理工学部の教授

として,研究・教育に従事 しておられます。

藤田先生の学問上の御業績は,概 して 4つの分

野に分けられます。ひとつは ,流体力学に現れる

ナビエ・ ス トークス方程式のけ1究 ,第二は,非線
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形熱方程式の解の爆発の研究で,前者は昭和30年

代より加藤敏夫元カリフォルニア大学教授 (元東

大理学剖S教授 )と 共同で,後者は昭和40年代初頭

か ら精力的に取り組まれま した。これ らの御研究

は,近代的な関数解析的手法を応用解析学の分野

に取 り入れる先駆けとなり,そ の独創的な着眼点

は,その後の当該分野の研究の出発点になったも

のとして,世界的な評価が今日定着 しています。

なお ,こ のナビエ・ス トークス方程式の御研究に

より,先生は昭和39年に第 5回藤原賞を受賞され

ま した。

藤田先生の御業績の第二は,数値解析に関する

お仕事で,と りわけ有llk要素法の作用素論的基礎

づけの成果は,工学の提起する問題に対する精緻

な数学的研究の典型 として高 く評価されています。

御業績の第四番目は,数学教育に関するものです。

この分野で先生は幾多の研究成果をあげられ,そ

れらは我国の高等学校の教育課程の改善に影響を

及は したのみならず ,数学教育の目標と理念につ

いて画期的な論説として高 く評価され,諸外国の

注目を浴ひています。本年 (1990年 )日 本で開催

された 4年 に一度の国際数学者会議 (ICM,参

加者数約4000名 )では,先生は数学教育について

の招待講演を行なわれました。先生はまた,応用

数学関係の日米セ ミナーや日仏セ ミナーの日本側

責任者を勤められる一方,幾つかの関係学術誌の

創刊を企画されるなど,我国の応用数学の振興に

多大の貢献をなされています。

藤田先生は,前述の東京大学評議員,理学部長

のほか,本学の理学系研究科委員長,中間子セン

ター長など多 くの任務を担当され,学外において

は,日 本数学会理事長 ,日本数学教育学会顧問 ,

日本科学教育学会理事等を歴任され,ま た,学術

審議会専門委員 ,教育課程審議会委員,学術会議

会員 (14期 )と して,我国の学術・教育行政に多

大な寄与をなされました。

先生は,戦時中,米軍の爆撃で御尊父を眼前で

失われ,苦学 して学問の道を歩まれました。苦労

人 らしく,練れた御人柄で,軽妙な機知に富む会

話の端々に,相手への思いやりが感ぜ られます。

また ,ジ ョークを交えた軽いやり取りの中に論旨

が無駄なく適確に表現されていることに,日下手

な私などは感心することが しはしはで した。本学

在任中はもとより,御退官後 も多忙を極めた先生

の御活躍ぶりです。お祝いを申し述べるとともに
,

御自愛の上 ,一層の御発展をお祈 り申し上げます。
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1年 半遅 れの新任 挨拶

昨年 6月 に医科学研究所より生物化学教室に赴

任して以来,新任の挨拶を広報に書 くようにとの

お誘いを幾度も受けつつ,ほぼ 1年 半が経過して

しまった。特に深い意図があってのことではない。

とにかく時間がとれなかった,と いうのが実状で

ある。最後通告に近い寄稿依頼を受けて,予期せ

ず休日となった11月 の一日をこの小文の作成に充

てることとした。

着任 しての感想を兼ねて,ど うしてこうも時間

がないのかということを考えてみたい。私は常々

やるべき仕事を書き出しておき,優先度に応 じて

片付けていくことにしている。優先度の最 も高い

のは,研究に関する事柄である。我々の研究室で

成 し遂げたオリジナルな研究成果の発表,特に生

命科学の分野では国際誌に英文で論文を発表する

ことが一連の研究の締め くくりであり,極めて重

要な務めである。それは科学者 としての存在の根

幹に関わる営為といってもよい。また,定期的に

大学院生・ スタッフの諸君と実験結果を検討 し,

研究方針を討議すること,さ らには,できる限り

避けたいことではあるが,研究費確保のための様

々な活動にも高い優先度が割り当てられる。次に

教育関係の活動がある。次代を担う学生諸君に自

山 本 正 幸 (生物化学教室)

分が知り得,体系化 してきた知識を伝え,彼らの

成長の礎として貰うことは,年長者の務めであり,

また楽 しみでもあるが,そ こに費やすエネルギー

は正直なところかなり多大なものである。修士論

文・ 博士論文の審査の時期にはことに大きな時間

がそこに害1かれることになる。

私自身がやるしかないが,研究・ 教育に直接関

わらない事柄,あ るいは研究・ 教育に関わること

でも,補助の人にお願いすれば十分こと足りるは

ずの (しか し結局は私が片付ける)事柄が,い わ

ゆる「雑用Jである。これらをいかに少なくして

論文を書く時間を確保するか,と いうのが日々頭

を痛める課題である。学会7舌動,和文で総説を書

くこと,辞典の編集などは「本務Jと「雑用Jの

中間であり,どの程度を引き受けるかの判断が難

しい。そのような仕事はしばしば新幹線の車中に

持ち込まれることとなる。また,一度も見たこと

がなく,誰が利用するのかも知 らないような年鑑

に研究の概要を書 くことなども,大学の事務機構

を通 じて降りて くれば無視する訳にはいかない。

研究費に直結していても,科学研究費の申請書を

コピーし,の り付けし,穴をあける (細か く指示

された通りに)と いうようなことは限りなく「雑

用」に近ぃ.も のに認識される。

次々に押 し寄せる「雑用」をこなし,教育の義

務を果たし, しかも国際競争から落伍 しないよう

に研究面で目いっぱいの頑張りをする,と いうこ

とで日々の時間が消費されていく。自分自身でま

とまった実験をする時間はとうに無 くなってしま

ったが,論文を書 くための時間にも様々な用がく

い込んで くる昨今の状況はまさしく危機といって

よい。私個人については問題は二重である。ひと

つは専属の秘書あるいは補佐役がいないことであ

-7-



る。私が学生の頃,すなわち20年 少し前には,当

生物化学教室の研究室には秘書の籍がひとつずつ

配属されていた。それが定員削減のあおりでどこ

かに消えてしまった。週に一度アルバイ トの人を

頼んで,研究室の経理事務だけは片付けて貰って

いるものの,日 々飛び込んでくる仕事には自力で

対応するしかない。グループとして活動する限り

不可欠ではあるが,助手の人や大学院生に頼むの

は筋違いの事務的業務はいくらもあり,tま た外国

との交流が増えるにつれ,実験材料や情報の提供

依頼に対する送付業務,訪問客の宿泊の手配など

も増加の一途である。このような業務を的確に処

理できる秘書の存在は,グループにとって大きな

戦力であり,間接的にグループの研究能力を左右

しているといつても過言ではない。欧米の教授に

は秘書を二人もつ人も珍しくはないし,学会活動

に備えて二人の秘書をもつ人もいる。振 り返って

我国では,今や秘書籍で使える定員枠がほとんど

無いこと,乏しい研究費を使って安定な雇用関係

など結びようもないことなどの理由で,古参の教

授か,企業から定常的な支援が見込まれるような

教授でないと専用秘書をもつのは難 しいのが実状

であろう。研究補佐活動の重要性,それに携わる

人への十分な処遇の必要性を改めて訴えておきた

い 。

問題が二重だといったことの二点 日は,事務補

佐が見込まれないにもかかわらず,例えば科学研

究費の配分の仕方がいっこう改善されず,毎年研

究費申請のために多 くのエネルギーを割 くことを

余儀なくされているような状況があることである。

日本では個々の研究基金 (グ ラント)の大部分が

少額で,し かも実質 1年 間のものである。会計年

度の単年度制など,国の基本原則に絡む問題であ

るらしいが,毎年毎年幾つもの作文をし,そ の間

はほとんど他の仕事が手につかない申請者側にと

っても,ま たそれを審査する側にとっても,大き

なエネルギーの無駄使いとしかいいようがない。

特別推進研究などとして祭りあげることなく,ご

く普通に3年あるいは5年間,それだけあれば研

究費のことは心配せずに研究に打ち込めるような

研究基金の制度を一日も早く実現してはしいもの

である。

ことのついでにもうひとつ不平不満を言ってお

こう。それは理学部の物理的な研究環境の劣悪さ

である。おそらく教授会メンバーはそんなことは

百もご承知であろう。面積が狭い,建物が老朽化

している,水道水は鉄錆だらけ等々。あえてここ

で繰り返すのは,着任当初このような状況には一

日も我慢できないと思っていた自分自身が,いつ

しかその劣悪さに無感覚になっているのに気付 く

からである。おそらく進学 してきた学生諸君は,

これが天下の東大,学問の府であると疑うことも

なく受け入れているのではあるまいか。昔にくら

べて機器類では諸外国に遜色なくなってきてはい

るが,建物・ 施設にたいするアメリカからきた連

中の卒直な感想は「こんなところでサイエンスが

できるのか」ということに尽きる。研究は外見だ

けではない,と 反論することは容易であろう。 し

かしとにかく,外国からの訪問者を,公衆 トイレ

でももう少しましではないかと思われる理学部 3

号館の トイレに案内する時は,「恥の文化Jも く

そもなく,恥ずかしいとしかいいようがない。し

かもこの劣悪さは,な にも外国との比較において

のみではない。例えばある日本の発酵関係の企業

は近代的な研究所を構え,一社で文部省の科学研

究費総額の数分の一を研究に投資している。また,

民間企業体や財団に支えられた研究所には,ス ペ

ース,調度,設備等の点で,ま さに「日本の経済

力Jを反映しているようなところも珍しくない。

大学は大きく取 り残されているのである。

文句ばかり並べ立てて,一体おまえはなんで理

学部にきたのだ,と お叱りを受けそうである。理

由はただひとつ,学生諸君の資質と将来性に賭け

ているということである。名実ともに学問の府と

誇れる日を目指して,と もに頑張って行きたい。

●|

●
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病モ

早いもので,私の学究生活も35年 になり,こ の

間,先輩知己のお世話になったことは数知れない。

とりわけ英ケンブリッジ大学のサー・ ネープィル

・ モット先生とのお付き合いは,今日の私にとっ

て絶対に欠くことのできないものである。

1973年に私は,半導体に関する研究で,当時未

知の先生にご意見を同う手紙を差し上げたところ,

あたかも旧知のような筆致で親切丁重な回答を下

さつた。これがきっかけとなって,先生のお招き

により翌74年 10月 から約 1年にわたリケンプリッ

ジ大学キャベンディッシュ研究所の客員所員とし

て,日 本人として初めてモット先生と膝を突き合

わせて研究をともにする光栄に浴した。

先生は半導体の研究で1977年 にノーベル物理学

賞を受けられた碩学で,戦後間もない時期に学生

の指針になったのは先生の著作であり,私どもに

上  村 洸 (物理学教室)

とって神様のような存在であった。

こんな偉大な先生であるのに少しも堅苦しいと

ころはなく,毎日お茶を共にしながら研究にっい

て語り合い,私の家族がケンブリッジでの生活を

楽しめるように心を配ってくださったりもした。

その後,機会ある毎に先生にお目に掛かるよう

心がけているが,昨年は助教授の青木秀夫さんと

の共著を出版した際,序文を快くお引き受け下き

った上で,種々のアドバイスを頂いたことは無上

の光栄と感謝に耐えない。

このように私の先生に対する尊敬の念は年毎に

募る一方だが,こ うした気持ちは先生にお会いし

た人々に共通のようで,慶応大学理工学部教授の

米沢富美子さんは,こ れを「モット病Jと 名付け

ている。まさにこの「モット病J患者は世界中に

枚挙にいとまがない。

今夏,ケ ンプリッジで開催された高温超伝導の

国際会議にモット先生に招かれて出席し,久々に

先生とホットな話し合いをした。85歳 になられて

なお現在の物理学の最も大きなトビックに旺盛な

好奇心を持ち,こ の問題を解きあかしたいという

バイタリティーに頭の下がる思いがした。

1麟脩 霧∬lT£嘗『[Fl'し;F:|

0984年 7月 モット先生の居室にて)
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理学部研究 ニュース

魏蛍光 in situ hybridization法 による霊長類の遺

伝子マッピング ビオチン標識プローブと蛍光標

識二次抗体を用いた Huorescence in situ hybridi―

zation(FISH)法は,非特異的バックグラウンド

が少なく,しかも両クロマチッドの相同部位にき

れいにシグナルが観察されるところから,遺伝子

マッピングの重要な手法となっている。我々の研

究室では,ク ローン化されたヒト遺伝子・ DNA

フラグメントをプローブとして,FISH法 により

チンパ ンジー,オ ランウータン,ア カゲザルなど

のサル類の遺伝子マッピングを進めている。霊長

類の染色体進化を明らかにし, ヒト・ ゲノムのな

りたちを知ることが目標である。すでに主要組織

適合遺伝子複合体 (MHC)領域などの決定を行な

うとともに,国際ワークショップ等で報告されて

いる従来のサル類の遺伝子マップの誤りも指摘し

てきた。これらの研究結果の一部は,国際霊長類

学会 (1990年 7月 )等で報告した。 平井百樹 ,

7月 (人類)

鶉マーコヴィツ客員教授, ノーベル賞受賞 着任

まもない10月 16日 に,予測制御数学寄付講座の招

聘教授 ハ リー・ マーコヴィツ教授 (ニ ューヨー

ク市立大)の今年度のノーベル経済学賞の受賞が

決まった。マーコヴィツ教授は近代経済学におい

て盛んに研究されているポートフォリオ セレク

ションの理論といわれる新 しい資産運用理論を初

めて提唱し近代ポートフォリオ理論の基礎を創っ

た先駆者である。この理論は簡単にいえば,株式

投資において多数の銘柄の組み合わせの全体を考

え, リスクをある値以下のもとで リターンを最大

にするための最適な組み合わせを求める数理理論

である。確率的に変動するデータを考えなければ

ならぬ点,通常の数学の条件つき変分問題と異な

る。この理論は,共同受賞者のシャープ教授 (ス

タンフォー ド大), ミラー教授 (シカゴ大)に よ

って発展させられた。なお,こ の寄付講座は生命

保険協会によるもので本年 4月 1日 か ら始まって

いる。今回のことは,外国人招聘教授の人選を完

全に我々当事者にまかせることの大切さをある意

味で示しているといったらいいすぎであろうか。

さらにいえば,寄付講座であったからこそ可能

であったので,単年度主義の予算,総花的施策 ,

杓子定規な評価など,今 日の公的機関からの資金

によるものでは障害がありすぎて極めて困難であ

つたと考える。 増田久弥,10月 (数学)

蒻 3次元多様体の “幾何学化 "定理 寄付講座初

年度の招聘教授の一人として数学教室に滞在中の

A.Casson教授 (カ リフォルニア大学バークレイ

校)が最近,次の定理の証明に成功 した。

定理 Mを向きづけ可能で閉じた 3次元“既約 "

多様体とする。もし,Mの基本群πl(M)が無限

巡回群 Zを正規部分群として含めば,Mは %ifert

多様体である。

Seifcrt多 様体は曲面上の円周バンドルの拡張概

念で,そ の構造は詳 しくわかるものである。基本

群πl(M)に 関する簡単な代数的仮定 (「 Zを正

規部分群として含む」)か ら,Mが非常にはっき

りした幾何学的構造をもつこと (「 Seifert多様体

である」)が結論されるということは,驚 くべき

結果である。

更にこの定理は, "3次元多様体の幾何学化 "

とよばれる,Thurston(プ リンストン大学)によ

る大きなプログラムの中の重要な一部を解決 した

ものになっている。

寄付講座はまだスタートしたばかりであるが ,

その初年度にこのような素晴しい結果が得られた

のは誠に喜こばしい。 松本幸夫,10月 (数学 )

鶉曲率と基本群 空間の局所的な様子,曲がりぐ

あいを表わす曲率が ,大域的な性質である基本群 ,

●

●
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πl M,と どうかかわるかは リーマン幾何学の古典

的なテーマで曲率>0な らばπIMは有限群である

ことを示したMyersの定理など多くの結果がある。

それらを一言でまとめると「曲率が大きい空間の

基本群は小さいJと 要約出来る。この方向では ,

上記のMyersの もの以外に,リ ッチ曲率≧ 0な ら

第 1ベ ッチ数≦次元を示した Bochnerの 定理,同

じ仮定の下でπl Mに 指数有限のアーベル部分群が

存在することを示したCheegeh― Grum011の 定理

がある。これらはMがコンパク トな場合であるが ,

そうでない場合もこめて,M ilnorと GromOvの

定理によリリッチ曲率≧ 0な らば,π lMは指数有

限の巾零部分群を含むことが知られている。

筆者と九州大学の山口孝男氏によりこれらとか

かわり深い次の定理が示された。

定理

断面曲率×直径2>_ε n ならばπl Mは 有限

指数巾零部分群を含む。

ここで εnは次元 nのみによるπの定数。

深谷賢治,10月 (数学)

鶉小さい銀河団の中にも暗黒物質が 銀河団は巨

大な重カポテンシャルをつ くるので,そ こに高温

プラズマが捕えられて強い宇宙X線源となる。X

線観測からプラズマの温度や広がりを知ると,銀

河団の重力質量がわかる。我々はX線天文衛星

「ぎんがJを用い,銀河系の近 くにある小規模の

銀河団の例として Fornax(ろ 座)銀河団を観潰1

した。これまで高温プラズマは,こ の銀河団の中

心にある巨大ダ円銀河 NGC 1399の まわ りに局

在 していると考えられていたが,今回の観測では

X線放射が半値幅にして 1.5(約 300キ ロ7N・ 一セ

ク)に も広がっていることを発見 した。質量・ 光

度比の推定値は 200に も達するので,こ のような

小さい銀河団にも暗黒物質 (重 力のみ発生する未

知の物質)が存在する確かな証拠がえられたこと

になる。 大橋隆哉,池辺 靖,牧島一夫,10月

(物理)

蒻1985年 12月 に実験が採択された高エネルギー研

東大,京大,東北大と共同で行なった (KEK_

173)中 性K中間子の希崩壊の探索実験は199o年

5月 末日で無事完了した。データ収集時間は延べ

約 6,000時 間に及んだ。1990年 6月 にM ITで行な

われたPANICと 呼ばれる国際会議で1989年 7月

までのデータの解析結果を山本が発表 した。Kが

二つの ミュウ粒子に崩壊する率がアメリカのグル

ープが発表した値 (5.8× 10の -9乗)よ りたか

い (8.2× 10の -9乗)と 発表し,注 目を浴びた。

本年 8月 のSingaporeの 国際会議で彼らは新しい

データの解析結果として 7.6× 10の -9乗 とゆう

暫定値を発表し,我々との差が誤差範囲では無 く

なったと考えられるようになった。現在我々は全

データーを解析中で,今年度末には最終結果がで

ることを期待 している。 山本祐靖,11月 (物理)

翡銅酸化物高温超伝導体の分類法と設計指針 高

温超伝導を示す層状銅酸化物の構造的,物性化学

的条件を明らかにした分類法と,新超伝導体開発

のための設計指針を導いた。この方法では,Cu
04正方形からなる2次元Cu_0面 を 1枚ずつ挟み

込み,ま たキャリヤー濃度を調節 しうる「プロッ

ク層Jの概念を導入する。ブロック層中の頂点酸

素 (面内の Cuの 上下に位置する)の有無 (十 型 ,

一型)考えて,Cu¨ 0面を (― ,一)正方形型 ,

(十 ,一 )ピ ラミッド型,(+,+)八 面体型 ,

に分類する。各々は (a)n型 ,(b)p型 ,(C)

p型,の特性を示すことが示されており,こ の結

果 Cu_o面
`←

キャリヤーを導入するためのブロッ

ク層の具体的な元素置換の方法が予測可能である6

この方法に従って従来知 られている高温超伝導体

が例外なく分類整理されるだけではなく,新 しい

構造 (格子定数,空間群,組成)の設計が可能で

ある。実際,予測通りの新 しい超伝導体ファミリ

ー (例えばBi-2222相 )が合成されたはか,そ の

構造予則性を活か して超伝導転移温度や電子状態

の構造敏感性を調べるのに適 した系が合成され ,

その物性が詳 しく調べ始められている。
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十倉好紀 ,有馬孝尚,11月 (物理)

鶉乙女座銀河団中の銀河の紫外線検出 国立天文

台との共同で,宇宙科学研究所のロケット観測に

より,乙女座銀河団中の40個 余りの銀河からの紫

外線の検出に成功した。系外銀河からの紫外線の

検出は,表面輝度が弱いことから, これまできわ

めて限られた銀河についてのみに行われており,

多数の銀河についての輻射の総量がごの波長域で

得られたのは始めてのことである。近傍の銀河の

紫外光の総量を測定することは,赤方偏移の大き

い遠方の銀河を可視域で観測したときの基準とな

るもので,宇宙の距離尺度を研究する上で重要で

ある。また一方,紫外線は銀河の活動度を示す指

標として,青い星からの寄与を最 もよく示す波長

域である。本研究で得 られた結果は,今後のハッ

ブル・ スペース・ テレスコープによる詳細な銀河

紫外線の研究に発展するものと期待される。 助

手 尾中 敬,11月 (天文)

鶉日本 :BM科学賞受賞 岩澤康裕教授 (化学)

は,こ のたび第 4回 日本IBM科学賞を受賞した。

岩澤教授は,同体表面の触媒作用について,動的

な反応過程の追跡,異種分子による反応経路の制

御などの研究を進めてきた。今回の受賞テーマは

「活性表面の設計と触媒反応機構の解明Jで,意

図的に設計,合成された活性サイトを持つ金属固

定化触媒上での反応機構の解明を通 して,触媒作

用に関する新しい概念を導出したことが高く評価

されたものである。 有賀哲也 ,11月 (化学)

蒻蛋自分解酵素のX線結晶構造解析 形は機能を

表す。これは蛋白質についても然り。それ故に蛋

白質の二次元構造の全貌を解明するために多くの

努力が払われてきた。黒コウジカビが産生する蛋

自分解酵素のプロクターゼAは,類縁酵素の性質

からは予測できない種々の奇妙な挙動を示す。そ

の二次元構造を知るために結晶化が試みられ, 3

種類の結晶形が得られた。そのうちの 1つ は,一

辺60μ mの小さな柱状の結晶だが,X線回折像の

測定により,分解能 1.5A以上,空間群P2121

2(ま たはP212121)で ,非対称単位に 1分 子

が含まれることが分かった。また,含水率は15.5

%で ,蛋 白質の結晶としては最も含水率が少なく,

やはり結晶になっても変わっている。構造・ 機能

相関の解明に向けて,現在解析が進行中である。

田之倉 優,11月 (生物化学)

蒻温泉産の好熱性ラン色細菌 我々の研究室で別

府温泉の57℃のお湯の中から採取 してきたラン色

細菌 (ラ ン藻 )は ,室温では全 く生えないが,60

℃近い高温で盛んに増殖する好熱性光合成生物で   0

ある。最適の生育条件下では,co2やN H3など

の無機物のみを利用 して,3時間に 1回分裂する

という速い増殖を行 う。これは生物界で最も速い

無機物から有機物の合成速度と言える。これに加

えてその蛋白質が非常に安定であるため,光合成

研究の良い材料となり,我々の研究室をはじめ ,

国内外の10数研究室で利用されている。最近,こ

の生物が別の面か ら注目されてきた。 1つ は光エ

ネルギーを利用 してH20を分解するという光合成

特有の反応が比較的安定であるため,H20から地

を作るバィオ リアクターとして利用できないかと

いう問題である。もう1つ は現在大きな問題 とな

っている大気中のC02濃度増加に関連 し,工場の

余熱を利用 して本ラン色細菌を培養し,工場から   ●
|

排出されるC02を再利用 しようという試みである。

そして民間の研究者を含めたいくつかの研究班が

組織され,こ の方面の研究が開始,ま たはされよ

うとしている。 加藤 栄,11月 (植物)

魏核孔に特異的に存在する糖蛋白質 核内に存在

する核蛋白質は遺伝子情報の発現などの重要な役

割を持っている。このような核蛋白質は細胞質で

合成されてから核質に移動しなければならず,そ

の機構を解明するためにまず輸送の関門である核

孔の生化学的性質を調べた。その結果,核孔に存

在する蛋白質群には N‐ acaylglucosamine一 個の
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残基が threOin/serilleに 結合し細胞質または核質

側に露出していることがわかった。この糖鎖は核

孔に特異的に存在 し,特異的にこの糖鎖と結合す

るレクチンを細胞内に注射すると核内への蛋自質

輸送が阻害された。また核孔に特異的な単クロー

ン抗体を作製 し免疫ブロットを行うと分子量の異

なる10種類以上のバンドが核膜から検出され,主

なバンドは68,62,45Dに 対応 した。その中の分

子量62kDの蛋白質の部分ア ミノ酸配列から作っ

た核酸をプローブにして,その蛋白質のcDNA配

列を決定 した。これらの実験は米国のNIHで行い
,

すでにいくつかの論文として発表 した。現在はこ

のような蛋自の特異的輸送に対する理解などを応

用 し,内分泌細胞におけるホルモンまたは受容体

の発現と代謝を研究中である。 朴 民根,11月

(動物)

魏中国で北京国際生殖生物学シンポジウム 本年

10月 23日 か ら26日 の三日間 ,中国科学院動物学研

究所生殖生物学開放実験室 (日 本で言えば共同利

用施設に当たるらしい)の主催で北京国際生殖生

物学 シンポジウムが行われた。中国及び欧米を中

′とヽとした各国から約 250名 の研究者が集まり,主

に哺乳類の生殖生物学的研究を中心に最近の成果

の発表と,討議を行 った。開会を数日後に控えて

本 シンポジウム開催の最高責任者であった張致一

教授が急逝されるという,思わぬ不幸が有 り,開

会に際 して内外の研究者による追悼スピーチと ,

黙祷が行われた。その後ひき続いて ,講演と熱心

な討議が行われ ,予想以上の盛会であった。参加

者が中国の組織委員会からの招待者にllk定 された

ため,中国以外の国からの参加者は, 4名 の日本

人を含めて,20名程度であった。東京大学の動物

学教室からは,舘か参加 しマウス着床期胚の培養

に関する報告を行 った。全般に,運営に不慣れな

点 も日だったが,中国の研究者の熱意が印象的で

あ った。最新 のバイオテクノロジー分野では,欧

米や日本 と比較 しても,か なり高 レベルの研究が

行われているが ,問題意識が比較的限定された先

端分野に集中 している傾向が感 じられた。その一

方で ,ゴ ーイングマイウエイ型の ,さ すが中国と

思わせる研究も有 り,外国からの出席者の関心を

ひいた。 舘  郊 ,11月 (動物 )

笏日本海堆積物よリロー ドクロサイ ト, マグネサ

イ トの発見 昨年夏, 日本海形成史の解明を主目

的とする深海掘削調査が,ODP(国 際深海掘削計

画)の第 127, 128節航海として行われたが,回

収されたコア試料 (全長約 4 bl)を 詳細に分析 ,

検討 した結果,中部中新統γ鮮新統の珪質堆積物

中にロー ドクロサイ ト,マ グネサイ トがかなりの

量含まれている事が分かった。同位体組成や希土

類元素含有量から,ロ ードクロサイトは初生的には

マンガン酸化物として海底に沈積 したものと考えら

れる。この事は,中期中新世の頃からすでに遊離

酸素に富む深層水が日本海に存在 していたことを

意味する。一方,マ グネサイ トは石膏や岩塩など

の蒸発岩にともなうことが多く,今回のように普

通の海成層中に産することは極めて異例である。

マグネサイ ト含有量と有機物含有量,硫化物含有

量の関係や実験データなどから, 日本海堆積物中

のマグネサイトの形成は,表層堆積物中の間隙水

のアルカリ度が異常に高 くなったことによって引

き起こされたと考えられる。回収されたコア試料

中には ドロマイ ト,アパタイト,バ ライ トなども

かなり含まれている。これらの産状を手掛かりに

1800万 年に及ぶ日本海の環境変遷史を明らかにす

る研究が進行中である。 松本 良,11月 (地質)

魏珪酸塩鉱物の熱水中への溶解 陸圏と水圏間の

物質のやり取りや地下深部での岩石と熱水の反応

等の過程で,鉱物の水溶液中への溶解はしばしば

律速段階になっている。従って,溶解機構を明ら

かにし,正確な溶解速度を見積ることは,地球に

おける定量的な物質移動のモデルを作る上での大

きな課題の一つである。近年,イ オンピームを用

いる等様々な表面分析の手法が鉱物学にも導入さ

れ,溶解する珪酸塩鉱物の表面に,数百～千A程
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度の厚さの表面層が形成され,そ の内部での様々

な過程が重要な役割を果たしていることが明らか

になってきた。藤本は,Bo Vdde(Ecole Norm‐

」e Supe riellre,France)と 共同で,マ ントルの

主要構成鉱物と考えられるオリビンについて,600

～800℃ , l kbの 条件下で水との反応実験を行

い,表面層の性質をX線光電子分光や,15N(lH,

αr)12cと ぃぅ原子核反応を用いた水素濃度プ

ロファイル等で調べた。その結果,Mgが 溶脱し,

多量のHを含む,独立したSi04四面体が縮重合し

たと考えられる構造を持つ 100～ 200Aの 厚さの

表面層が見いだされた。このように,い くつかの

表面分析法を併用することによって,よ り細かい

表面層の性質がわか り,分子レベルでの鉱物の溶

解機構を明 らかにすることが可能になると思われ

る。 藤本光一郎,11月 (地質)

鶉太陽系初期の水を含む物質の成因 炭素質コン

ドライト隕石は我々が手にし得る最も始原的な物

質であり,太陽系初期の小天体を構成 していたも

のと考えられている。この種の隕石の大部分は水

を含む層状ケイ酸塩から成立っている。最近,我

が国の南極観測隊が持帰った炭素質コンドライト

の中に,層状ケイ酸塩からなる脈が存在すること

を発見 した。隕石が構成 していた小天体 (母天体)

表層には物体の衝突による角れき岩化作用が普遍

的であるが,そ のような脈は角れき岩化作用の際

にできる破片の隙間を満たす形で存在している。

炭素質コンドライトの層状ケイ酸塩が太陽星雲ガ

スからの直接凝縮物か,あ るいは母天体集積後に

氷が溶解 した水の作用による二次的生成物か,こ

れまで長い間問題になって来た。今回の発見は後

者の成因説を強 く支持するとともに,水質変成が

母天体表層での角れき岩化過程と同時に進行 した

こと示す有力な証拠と考えられる。Nature 345,

138に 発表された。 留岡和重,11月 (鉱物 )

翡海外学術調査 今年,夏から秋にかけて次の海

外学術調査がおこなわれた。小日 高 (7.9～

9。 5)「日本 0シ リア合同シリア・ デデリ遺跡

調査団J(隊長 :赤澤 威総合研究資料館助剃D

はネアンデルタール人の居住した洞窟を発掘した

が,地形・地質班の一員として洞窟内や周辺の流

域における土砂の侵食 0堆積過程が,最終氷期以

降の気候変化に強く規定されたことを明らかにし

た。池田安隆・ 須貝俊彦 (7.10～ 9.4)ト ル

コ, ボアジチ大学カンデイリ観測所の招きにより,

北アナ トリア断層帯西部の最近の地質時代におけ

る活動に関する調査を行なった。今回は,次年度

以降の本調査に向けての予備調査である。北アナ

トリア断層帯は,ア ナ トリア・ プレートとユーラ

シア・ プレー トを境する横ずれ型プレート境界で

あり,今世紀に入ってから一連の被害地震を発生

している。この断層帯の最近の地質時代における

活動度 (すべり速度)と 活動周期については,間

接的なデータから様々な推定がされているが,定

説がない。今回の予備調査の結果,同断層帯の過

去数回の活動を示す地形学的証拠を得,次年度以

降の本調査の見通 しを得た。大森博雄 (9.7～
9.27)「黄土高原緑化に関する基礎的研究」を

遂行するため平成 2年度第 2回現地試験・ 調査を

行なった。渡辺満久 (10。 11～ 10.29)中 国新彊

ウイグル自治区,ウ ルムチ,ホ ータン,ボ ストン

湖周辺においてタクラマカン沙漠形成史解明のた

め,地形・ 表層地質の概査,ボ ー リング地点の選

定,沙漠化の実態の観察を行なった。 11月 (地

理)

魏中国と東南アジアの植物調査 日本の植物相は

中国のものとよ く類似していて,日 本の植物相の

成立過程を探る上でも中国の植物を調査すること

が大いに期待されていた。「中国西南部のシダ植

物のバイオシステマティクスJ(研究代表者岩槻

邦男)では,云南省地域のシダ植物の系統・ 進化

を明らかにするために,野外調査 と分子分類学を

組み合せた調査研究を 7～ 9月 に行 った。本研究

は1992年 度まで続 く。

熱帯では降雨後の増水によって河川の堤や川床
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は周期的に激流中に没する。このような環境には

漂流植物と呼ばれる植物のみが生育できる。この

植物は特殊環境がもつ単面的な選択圧の下で生 じ

たと思われる共通 した特異な形態を示す。加藤雅

啓,邑田仁は漢流植物の起源と適応を明らかにす

るために,マ レー半島とボルネオで 8～ 10月 に調

査を行った。本調査は1991年 度まで。 11月 (植

物園 )

蒻 トップクオークの謎にせまる 欧州共同原子核

研究機構 (CERN)の世界最大最高 エネルギーの電

子陽電子衝突型加速器 LEP(Large Electron Po_

sitron Collider)を 用いた我々OPAL実験は最後

の未発見素粒子であるトップクークの質量が 14
+38_44 GeVと ,重いことを明 らかに した。昨年

9月 より本実験に入 った我々OPAL錬 京大学を

はじめとする24研究組織よりなる)グループは ,

この8月 末までに15万例の弱相互作用を媒介する|

Z° 粒子の生成事象を確認 し,標準理論か非常に良

い精度で成 り立 っており残された最後の未発見素

粒子である トップクオークのありかを探 っていた。

高い実験精度で標準理論を検証 しつつある我々の

グループは既に物質を構成する基本素粒子の世代

数は 3で止 ぅていることを明らかにしており, ト

ップクォークの質量―の推定はその精度の良さを示

すものである。折戸周治,竹下 徹 ,11月

(物理 ,素粒子物理国際センター)

饒順調に進行する超低速 ミュオンファシリティの

建設 中間子科学研究センターは,高 エネルギー

物理学研究所分室に,KeV領域の正 ミュオンビー

ムを強力に発生させ基礎原子物理や表面科学の革

新的な研究を行うファシリティを建設 している。

新建屋「超低速 ミュオン実験棟」の建設作業は

空梅雨と最少の台風到来という気象条件に恵まれ ,

順調に進行 している。陽子ビームラインに面 した

壁面と新陽子ビームライントンネルが完成し, ビ

ームラインの土盛りも復旧した。10月 23日 より,

建屋建設作業を継続 しながら旧実験室へのビーム

輸送が再開されている。建屋本体の完成は2月 末 ,

設備等も含め 3月 末に竣工となる。

新陽子 ビームラインの電磁石等のビームライン

コンポーネントの製作が開始され, 1,000ト ンに

及ぶ鉄シール ド及びビームダンプの製作もスター

トした。 ミュオニゥム解離用 レーザー源について

は,(ls→ 2p)励 起用の 112 nmの 光をつ くる

212 nIIn,824 nmの 光及び (2p→非東縛)励起

用の 355 nmの 3つ の光を同時にとりだすことが

できるようになっている。 永嶺・ 西山・ 三宅・

坂元・ 岩崎・ 福地,11月 (中 間子)

「理学部研究ニュースJ欄 に掲載のそれぞれ

のニュースの詳細については,年次報告等に紹

介されておりますので,該当の教室・ 施設 (ニ

ュース末尾の ( )内 )に連絡して下さい。
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≪ 学部消息≫

教 授 会 メ モ

2年 9月 12日 (水)定例教授会           14)教 務委員会報告

理学部 4号館1320号 室              幅)教養学部連絡委員会報告

議 題                        16)人 事委員会報告

(D 人事異動等報告                  17)企 画委員会報告

12)奨学寄附金の受入れについて   、        18)理 学院計画委員会報告

13)学部学生の体学について              19)そ の他

14)学部研究生の入学について

b)人事委員会報告                2年 ‖月21日 (水)定例教授会

6)会計委員会報告                  理学部 4号館1320号室

『
)企画委員会報告                  議 題

侶)理学院計画委員会報告               (1)人 事異動等報告

19)そ の他                      12)奨 学寄附金の受入れについて

(3)物品寄附の受入れについて

2年 10月 17日 (水)定例教授会           に)平成 3年度内地研究員の受入れについて

理学部 4号館1320号室              b)人 事委員会報告

議 題                        (6)企 画委員会報告

(D 人事異動等報告                  17)理 学院計画委員会報告

12)奨学寄附金の受入れについて            格)その他

(3)物 品寄附の受入れについて

理 学 博 士 学 位 授 与 者

専 攻 氏 名  論 文 題 目

情 報 科学  テュールスト・  画像圧縮と順次再生のための新 しい方法
マーァィン・ヤ
コブ

物 理 学  黒 田   裕  部分的に秩序構造を保った球状蛋白質の中間状態 :チ トクロムcの Molten

G lob」 e状態

地球物理学  鄭  泰  雄  日本海大和海盆の地震波速度構造

地球物理学  張  泉  湧  メソスケール対流系の数値実験

イヒ   学  金  銀  沫  炭素,窒素,硫黄安定同位体による海底熱水,冷水湧出帯の生物地球化学的研

究

地 質 学  朴  忠  和  全世界縁海盆の生成年代一基盤水深の関係に関する研究

地 質 学  ガラシアノ P. 多段階溶融,マ ントル物質の進化 とオフィオライトの生成 :フ ィリピン,ザン
ユムロ,ジュニア  バ レス,オ フィライト複合岩体からの制約
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即成2年 9月 21J(2名)〕

勤 襲 撃 江 藤 幹 雄 珈КttCrタ ラスタ"職による栗■理露曇からの儀歯弱豪警手採磁測滞究

物 1彗 掌  久爆木 ‐ 騰  機鯖癬とが■m  ・

臼向裁2年+0月 2暫 口,(4名〕 1

物 理 肇 今 野 .m O饗 驚i si,の範 鶉 黎

霜鍔譴量鵡
輔 議 昇ウタレイデネ園瓢論』にお鵬 蠅 醜

論文博士  曇 暉 簿 畿 等式を用t漱警畔戦術計算用彙 グラム静 轍

論文 癬 士  南 橋 鷺 一  中輻 遍け終 ―タリツト
=臨

光学」の譜伝驚

好 成 1年 l10n2・2日 (3名)』

物 理 学  下 野‐自 入 格子範が動鉢聟靖|る羮 洵築需

論文博士 遺 国 俊 実 海削襲轟増酬計Z萎嶽学的嚇 =そ
の審議執ポ種と強期輔酵蝉

論奥鸞士 継 辿 利 彦 1卸申率ケラスターの1轍痴藤Sの印

人 事 異 動|.報

(1剛興却

所'鳳   督 職   氏   名   辮講期 目 藝鄭麟 ,  備       考

数  学 歌  撞 諏 藤 和 也 平■ 01‐ 昇 任 』鼈 脚

地量化学 薗 嚢 簑 金 沢 騒 彦
‐
華亀Ю:ょ  ″  嫌 ょり

勉  理 教  腱 樅 轟 議 i彦  平a聾IЮ   ″  葬鑢:よ.り

妻 粧 芋 勁 教 繰 駒 白 幸 易・ 平醤。.鳳 i採 用

化  響 講  師 古 lll衡 表   ″   昇 嬌  助議 り

物  聾 鷲  牌  長 畔 備 オ 平211,16  ″  朦鼈きよ噸

御  手〕

情  報 ‐動  手 1甜
職 JIChad平

29‐ 1転  任 珈 蒸 繊 繰 り

福 勘 1 詈ヽ山鰍執剰量壇
i椰へ
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理学部技術系職員の業務に関するシンポジウム報告

さる8月 28日「技術系職員の業務に関するシンポジ   特別企画  「研究と技術」

ウム」が理学部 4号館1220号室に於いて開催されまし     1.研 究者の側から「サケ科魚類性行動のニューロ

た。このシンポジウムも会を重ね今年で 7回 目となり,     エソロジー的研究」

理学部の行事としてしっかり定着しました。今年はこ        佐藤真彦 (動物,助教授)

れまでの企画に加えて,特別企画として「研究と技術」    2.技 術者の側から「動物行動の解析に使用する振

というセッションをもうけ,研究者の側から動物学教     動模型の設計 。制作」

室の佐藤真彦助教授が講演 し,技術者の側から物理学        大塚茂巳 (物理,実験装置試作室)

教室実験装置試作室の大塚茂巳技官がその研究の技術   討論会 司会 下園文雄 (植物園育成部)

的側面を報告 しました。また,討論会ももたれ活発な    議題  「技術シンポジゥムの発展に向けて」

議論が展開されました。                  1.話 題提供者 岩槻邦男 (植物園,教授)

シンポジウムのプログラムは以下のとおりでした。     2.話 題提供者 立川 統 (鉱物,電顕室)

学部長挨拶                       懇親会

技術報告 座長 吉田英人 (地質,EPMA室 ),

森岡瑞枝 (動物,発生生理研)      なお第 7回「理学部技術系職員の業務に関するシン

1.培養水湿生植物とその種子発芽          ポジゥム」実行委員会は以下の委員で構成 し,運営さ

高橋弘行 (植物園日光分園)          れました。

2.研究室の紹介と,電気光学効果の測定で苦労し    教官委員

たこと                        植物園  岩槻邦男教授

植木昭勝 (物理,小林 (T)研 )          地殻化学 脇田 宏教授

3.真正粘菌の培養とミトコンドリア変異株の単離   号館選出実行委員

森 君江 (植物,発生生物研)           104号 館 佐伯喜美子技官

4.走査型電子顕微鏡の試料ホルダーの開発        2号 館   島田 敦子技官

立川 統 (鉱物,電顕室),大塚茂巳        3号 館   桜井 敬子技官

八重樫宏文 (物理,実験装置試作室)       化学館   川島  孝技官

5。 樹木園の植栽改良報告                5号 館   立川  統技官 (委員長)

山口 正 (植物園育成部)

6.木曽観測所のCCDによる天体観演1

樽澤賢二 (天文センター木曽観測所)

特別講演 座長 矢萩 薫 (植物,生理研),

山岸健一 (物理,宮本 研 )

「地球化学と地震予知」

脇田 宏 (地殻化学,教授)

植物園   下園 文雄技官
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理学部 長 と

9月 17日 と10月 15日 に理学部長と理学部職員組組合

(理職)の定例の学部長交渉が行われた。その主な内

容は以下のとおりである。

1.理学院計画 について

9月 交渉で理職は,理学院計画の進展状況について

質問した。学部長は,理学院計画第二次案が教授会で

承認されたが, この案の実現には法律改正が必要であ

るなど問題があり, 9月 の教授会ζ 理学部も法律改

正なしでできる「法学部方式」に方針転換することを

決定した。その要点は①現在の学部は全て大学院講座

化する。学部は学科目制とし,教官は所属しない。②

研究所等は,協力講座,教養学部は兼任講座として研

究科に属することである。これに伴い事務組織も抜本

的改革が必要になる可能性がある, と回答した。

理職は学科目制の学部を新たに作ることは,教養学

部との格差を固定化してしまう懸念があること, およ

び学部教育の軽視につながる危険性があることを指摘

した。これに対し学部長は,教養問題は今後十分に検

討していかねばならない。大学院大学にはならないこ

とと,学部教育を重視することは,理学部の基本方針

であり,学科目制になっても学部教育を重視していく

との考えを述べた。

10月 交渉で理職は,今回の案は職員組織の改変を伴

う可能性が高 く,全職員に説明し意見を聞く機会を持

つことを要求 した。そして,大枠を決定する前に具体

的問題点を十分に議論しておくことを求めた。学部長

は説明会を11月 に開きたい, と答えた。

2.技術職員問題について

9月 交渉で理職は,研修についての進展状況を尋ね

た。学部長は 9月 3日 に研修部会が開かれ,全学の研

修 Iと して,A.初任者研修,新任者全員 (全学で20

名位), B.10～ 15年勤めた人を対象とするが,昇進

の条件としての研修ではない。該当者全員を対象, C

今後検討,の 3つが考えられており,今年度中に実施

する予定である。また理学部内での研修としては,今

年度は予備費を予算にあてて実施し,具体的内容は研

修委員会で決めていく, と回答した。

理職 の交 渉

また理職は今年の組織図では一部に年齢とポストの

逆転があり,職員の間に混舌Lが生じないようにするた

めに,学部としての人事に関する方針を明確にするこ

とを求めた。学部長は運用規定で方針をたてたい, と

答えた。

10月 交渉でIIP職は運用内規案の進展状況を尋ねた。

学部長は9月 26日 の検討委員会で案が作られ,10月 17

日の教授会で報告する予定である, と答えた。理職は
,

専門委員会では技術職員の委員は個人として意見を述

べ,職員の総意を代表したのではないこと,選出も号

館長の推薦で,最初から号館代表としてはでていなか

ったこと,従 って委員会の内容について,各号館の職

場で十分な議論がなされておらず,技術職員の意見は

現在の案には,十分には反映されていないこと, 田沢

委員会との申し合わせで,「技術職員もしくは職員組

合との合意なしには作成しない」ことになっており,

今後十分に議論し,早急に結論をださず,技術職員全

員が納得できる案を検討するよう求めた。これに対し

学部長は,委員は技術職員の代表と理解していたが,

そうではないことを了承した。職員の意見が十分に反

映されないのはよくない。いい案を作るよう努力した

い。11月 に技術職員に対し説明会を開く予定であるが,

その前に全員に案を配布し,充分に討議する時間を保

証したい, と回答した。

3.職員の昇格・ 昇級等の待遇改善について

9月 の交渉で理職は,以前からお願いしている事務

職員の行 (二)か ら行 (一)への振替のその後の進展

状況を尋ねた。事務長は定数振替を概算要求がらみで

要求しており,概算要求の結果次第では来年 4月 に実

現する可能性がある, と答えた。

また理職は, 4月 の昇格でもれた事務職員と,昇格

要件にわずかに足りず昇格できなかった図書職員に関

して,暫定定数での善処を求めた。事務長は本部にお

願いしてあり,ひき続き努力したい, と答えた。

理職は現状では3級高位号俸者が多数おり, ほとん

どが女性であることから, 4級になれる道筋を具体的

展望として示すことを求めた。事務長は異動しないと

実現は困難であること,理学部での人事システムに問
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題があるのなら,改善を検討して行きたい,と答えた。

また理職は,教室事務では研究の先端と直接接して

おり,他省庁のように, 2～ 3年で動かされては,研

究・教育そのものに支障がでること,教室事務を行政

ルートでみると末端になるが,大学の主要業務である

研究・ 教育の点からは最先端にあり,仕事の内容とし

てはきわめて多様かつ高度な情報処理をしている点で
,

専門職化できないか検討してはしいと求めた。さらに

筑波大学のように,教室事務を廃止して発足した所で

も,結局技官や助手などが,似た仕事をしており,定

員削減が行 (二)の次は教室事務廃止へといく危険が

あるが,研究がそれで成り立っていくか疑間であるこ

とを訴えた。学部長は教室事務の特殊性はよく理解で

き,研究・教育機関としての大学の特殊性を理解させ

るため可能な限り努力したい, と答えた。

10月 交渉で理職は,10月 1日付けで他部局では女性

を含めて異動なしに4級昇格が実現した例をあげ 理

学部の事情を質した。事務長は理学部には定数は来て

いない。経験年数の問題である可能性があり, 1月 ま

で様子をみてほしい, と回答した。理職はいままでさ

んざん異動するよういってきたのか 突然変化した経

緯は理解し難く, その理由を尋ねた。事務長は本部に

確認してみる, と答えた。

理職は学部長に対 し,職員の待遇改善について発言

する場はないのか,あれば理学部が遅れている点を発

言 してはしい,教室事務の管理は教官にあり,教官の

意識を高めて,専門職の導入やポスト増を真剣に考え

ないと職員の待遇は改善されない, と訴えた。学部長

は会議での話題になることはないが,何かの機会に庶

務部長などに話してみたい。また,少なくとも,理学

部が客観的に遅れている事態はなくすよう努力したい
,

と回答 した。

4.定員外職員の定員化

9月 交渉で理職は,以前からお願いしている日々雇

用職員に加えて,地球物理研究施設の時間雇用職員の

定員化を新たに要望し,学部長に要望書を手交した。

またこれに先だって当該施設長と面会 し,施設として

も定員化が望ましく,施設の改組にあたって,職員の

処遇が現状より悪くすることはしない, との発言があ

った経緯を述べた。学部長はきわめて難しいと思うハ

努力したい, と回答した。

また10月 交渉で学部長は, 日々雇用職員の定員化に

ついても,ひき続き努力すると回答した。

5.そ の 他

9月 交渉で理職は,地球惑星物理学科の概算要求の

内容について尋ねた。学部長は現在の地球物理学教室

と地球物理研究施設で 8講座 。学生定員32名 の地球惑

星物理学教室を作り,地球物理研究施設の一部門を気

候システム研究センターに改組する概算要求を出 した。

また情報学科も 1講座 。学生10名増を要求 している,

と答えた。

10月 交渉で理職は教務職員問題について,東職の教

務職員部会 と会合をもってほしいと要望 し,学部長は

これを了承した (11月 16日 に開かれる予定)。
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去 る10月 20日 (土)12時から,赤門協の学士会分

館において,理学部恒例行事になっている名誉教

授との懇談会が有馬総長 ご臨席のもとに開催され

た。懇談会は,34名 の名誉教授の先生がご出席に

なり,学部からは,久城学部長,鈴木,田隅評議

員等の関係者が出席した。懇談会は大六事務長の

開会に始まり,久城学部長から挨拶と近況報告が

あり,つ いで記念撮影を行い,有馬総長の挨拶の

あと,最長老の小谷正雄先生のご発声による乾杯

で懇談に入った。

懇談は,各先生方のご活躍の様子や,ユ ーモラ

スな思い出話,近況報告などがあり,終始なごや

かな雰囲気に包まれた。

また,物理学科折戸周治教授による「e+「 衝

突装置 LEPに よる素粒子実験」と題する講演が0.

H.Pを使って行われ,名誉教授の先生から活発な

質疑応答等があって,素粒子に対する関心と期待

が寄せられた。

最後に久城学部長の挨1拶 があって盛会のもとに

終了した。

名誉教 授 との懇談会

東京大学理学部名誉教授懇談会

平成 2.1020 於 :学士会分館
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